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インターネットで効率よく情報を検索しようとするときに、まずお世話になる

のがインターネットの電話帳ともいえるディレクトリーサービスだ。そこで膨大

な数のURLが登録されたデータベースから、キーワードを元に目的の情報の在

りかを探し出してくれるのが、いわゆる「サーチエンジン」である。このサーチ

エンジン、情報の検索だけでなく自分の持っている情報を発信する場合にも大

きな力となってくれるようだ。
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昨年の秋に、苦しい小遣い情勢の中で2

か月間ほど悩んだ末、SLIPアカウントと

14.4Kモデムを購入した。SLIP接続までの

設定の苦労や、情報量の多さからくる立ち

くらみなどを乗り越えて、自分もインター

ネット社会の一員になったんだなーと悦に

入っていた。だが、ふと気がついてみると、

エッチ系中心のサーフしかしていない自分

に気がついた。「このままではいけない」と

奮起し*1、自分の勤める会社の社長を言い

くるめ、「 自 社 のホームページ」

（http://www.japan-info.com/）なるもの

を作ってみた。

ところが、ホームページを作ったはいい

が、アクセスログを見てみると、ほとんど

自分の親戚縁者しかアクセスしてくれてい

ない。「世間というのは冷たいもんだなー」

と落ち込んでしまったが、これは、おかど

違いもいいところで、アップロードしただ

けでは誰もサーフしに来てくれないのは当

然のことであった。

そこで、さっそく我が社の「ホームペー

ジアクセス倍増計画」を立案し、実行に移

すことにした。この計画にはいろいろな方

法が使われたが、今回は自分のホームペー

ジの存在を不特定多数のネットサーファー

に知らせる一つの方法として、サーチエン

ジンに登録してみた体験をご報告する。僕

の体験をシェアしていただき、これからサ

ーチエンジンに登録しようと思っている方

への参考になれば幸いである。また、サー

チエンジンを日頃利用している方も、登録

の手順を知ることによって、もっと効率の

良いサーチができるようになれば、これも

また幸いなことである。

まず、登録するサーチエンジンを探して

こなければならない。とりあえずYahoo、

InfoSeek、Lycosなどは知っていたが、登

録するからには、できるだけ多くのサーチ

エンジンに登録してみたかった。ニーズの

あるところにはかなり高い確率でなんらか

のしくみが作られているのがインターネット

のいいところで、サーチエンジンのサーチな

んてものがあった。NTTのURL Square

（http://www.ntt.jp/SQUARE/）には、サ

ーチエンジンやURLのリストのリストがか

なりあって参考になる。

サーチエンジンにもいろいろあり、分野

ごとにアルファベット順で並んでいるもの

やキーワードから検索するものなど、サー

チのしかたもいろいろあって、当然それぞ

れ登録のしかたも違う。登録の入力方法は

大きく分けて2つあり、自分の登録したい

URLを(1) 電子メールで送るもの（Info

Seekなど）と(2) サーチエンジンのホーム

ページに用意されているフォームに入力す

るもの（WebCrawlerなど：図1）がある。

これはサーチエンジンごとに違うので、そ

れぞれ個別に調べていくしかない。

さて、登録する内容だが、電子メールで

登録する場合はURLのみの登録となり、フ

ォームへ入力する場合は(1) URLだけ登録

するものと(2) URLとそのURLにどういっ

た情報があるかを示すキーワードを登録す

るものの、これまた2つある。

ここで、URLだけ登録する場合には、内

容が分からなければキーワードでのサーチ

ができないのではないかと心配してしまっ

たが、なんと、実はURLを登録すると、サ

ーチエンジンが登録申し込みをしたURLに

対して「家庭訪問」するのである。具体的

には大体1週間以内にサーチエンジンが登

録申請のあったホームページにアクセスし

て、キーワードを自動的に見つけてしまう

のだった。いくら先生に「僕の勉強部屋に

は参考書しかありません」なんて嘘をつい

ても、この訪問で「お宅のお子さんの勉強

*1 奮起はしたが、エッチ系中心のサーフの習慣は依然変わっていない

図2 GALAXY登録画面

http://galaxy.einet.net/cgi-bin/annotate?Other 
（キーワードが別途入力可）

図1 WEBCRAWLER登録画面

http://webcrawler.com/WebCrawler/SubmitURLS.html
（キーワードの別途入力不可）

ホームページにもっと
アクセスしてほしい

数ある
サーチエンジン
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部屋には漫画本しかありませんね」と、ば

れてしまうのである。

さらに驚いたことに、インターネットに

は自動サーチロボット*2なる怪物が日夜休

まず徘徊しているのであった。たとえば

Jump Startは、ホームページの持ち主が望

むと望まないとにかかわらず、世界各地の

ホームページにアクセスし、カタログに載せ

ているのである。僕の高校のときの先生が、

「いつ交通事故にあって急に手術になって

もいいように、いつも清潔な下着を着けて

いなさい」などと言っていたのを、鼻で笑

っていたが、今の僕は、同じ先生が

「WEBMASTER*3は、いつサーチロボット

が来てもいいように、キーワードを分かり

やすくしておきなさい」と言ったら素直に

うなずいてしまうかもしれない（この自動

サーチロボットについては当然賛否両論が

ある）。

表1は今回試してみたサーチエンジンで

ある。今回は英語圏ユーザーを対象にした

登録だったため、日本語によるサーチエン

ジンには触れなかったが、方法は基本的に

同じだ。

表の難易度の部分は、サーチエンジンの

先頭ページから直接ワンクリックで登録画

面に行ける場合を「容易」とした。今回試

してみたサーチエンジンは登録が容易にで

きるものがほとんどだったが、サーチエンジ

ンによっては、登録の方法を探すだけで一

苦労するなどということも少なくない。

中には、登録の方法をいくら探しても分

からないのでE-mailしたら、実は一般から

の登録は受け付けていないといったケース

もあったので、どこを探しても登録方法が

見つからなかったら、それは登録不可なの

だと考えたほうがいいかもしれない。また、

表の登録申請から登録完了までの日数は、

ほとんどのサーチエンジンが1週間以内と公

称しているが、実際には2週間以上かかる

こともまれではないようだ。

さて、ホームページの登録が一段落した

ところで、URLだけ登録するサーチエンジ

ンではキーワードはどうやって定義される

のだろうと基本的な疑問が浮かんだ。そこ

で、3ページからなるテスト用のホームペー

ジ（図3）を作成し、トップレベルの1ペー

ジだけを登録して、どこまで自動的にキー

ワードとして登録してくれるのか、テスト

することにした。

この3ページからなるホームページは1ペ
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<TITLE>SHOKARA</TITLE>
<H1>KABAYAKI</H1><P>
TOSAZUKURI
<IMG SRC="umeboshi.gif"><P>
<A HREF = "takorui.html"> 
TAKOYAKI </A>
<UL><LI> NORIMAKI
<LI>KAPPAMAKI
</UL>
OTUKURI

jtest1.html takorui.html ikarui.html

<TITLE> TAKOKUN </TITLE>
<H1> SUDAKO</H1><P>
TAKOAGE<P>
<A HREF="ikarui.html> 
IKASASHI </A>

<TITLE> IKAKUN </TITLE><P>
IKANOSHIOKARA

*2 自動サーチロボットの定義や現在活動中のロボットのリストは、http://web.nexor.co.uk/mak/doc/robots/robots.htmlを参照のこと

Search Engine名
キーワードの

登録方法
登録完了までの 登録の

URL別途入力 所要日数 難易度

WORLD-WIDE WEB WORM 可(タイトル) URLをフォームに入力 1週間 容易 http://www.cs.colorado.edu/home/mcbryan/WWWW.html

The Whole Internet Catalogue N/A 一般からの登録不可 N/A 不可 http://nearnet.gnn.com/wic/newrescat.toc.html

InfoSeek 不可 URLをE-mailする 1週間 やや難 http://www.infoseek.com:80/

Lycos 不可 URLをホームページへ登録 1週間 容易 http://lycos.cs.cmu.edu/

WebCrawler 不可 URLをホームページへ登録 1週間 容易 http://webcrawler.com/

Galaxy 可 URLその他の情報をホーム 3日 やや容易 http://galaxy.einet.net/search.html

ページへ登録

NIKOS 不可 URLをホームページへ入力 すぐ 容易 http://www.rns.com/cgi-bin/nikos

Yahoo 可 URLをフォームに入力 [不定] 容易 http://www.yahoo.com/

World Wide Yellow Pages 可 URLをフォームに入力 [不定] 容易 http://www.yellow.com/

表1 サーチエンジン一覧

図3 テスト用のホームページ

サーチエンジンを
テスト
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ージ目（j t e s t 1 . h tm l）で2ページ目

（takorui.html）を引用し、さらに2ページ

目が3ページ目（ikarui.html）を引用して

いる。文章の内容は、できるだけ他のホー

ムページでキーワードとして使われていない

ようなものを選んだ。そして、先頭の1ペ

ージをLycosに登録してみた。

1週間ぐらいして、サーチエンジンに対し

てサーチをかけてみると、意外にも、1ペー

ジ目の単語はUMEBOSHI、TAKORUIな

どのファイル名や、アンカーの参照ファイ

ル名まで登録されていることが分かった

（図4）。こんなに登録していたのでは、ハ

ードディスクの容量がいくらあっても足り

なくなるのでは、といらぬ心配をしてしま

う。ところが、2ページ目、3ページ目の単

語は1つも登録されていない。「まだまだ

Lycos君も青いな」と思っていたが、実は

登録を依頼したページからリンクされるペ

ージは1か月ぐらいのうちに再び自動的に

内容を見に来て、リンクされている側のキ

ーワード登録をするそうだ（この場合も全

文ファイル名なども含めてキーワードとし

て登録されるとのこと）。

ファイルの中の単語がすべてキーワード

として認識されるということは、登録をす

る側は容易に全キーワードを登録できる反

面、サーチする側にはノイズと呼ばれる不

必要なサーチヒットが飛躍的に増えるとい

った欠点となる。今後特に登録URLの数が

増えるにつれて、なんらかの手段が講じら

れると期待したい。たとえばギャラクシーの

ようにサーチの対象を本文にするのか、リ

ンクテキストにするのか、サーチ時に指定す

るなどの方法があるのではないだろうか。

サーチエンジンに登録をして感じたのは、

サーチエンジンは思っていたより親切に文章

のほとんどすべてをキーワードとして扱って

くれるので、特にサーチエンジンのことを意

識してホームページを作らなくてもよいとい

うことだった。キーワードが文章のどこかに

入っていれば、必ずそれをキーワードとして

認識してくれるからだ。ただ、急ぎで先頭

ページにないキーワードを登録したいときに

は、そのキーワードの入ったページを別途登

録したほうが、サーチエンジンへの登録が

早く行われる。

インターネット上でビジネスをしようと

して痛感するのは「基本発想がユーザーに

受け入れられる正しいものでなければいけ

ない」ということだ。ユーザーにとって価

値の無い情報をいくら提供しても、ユーザ

ーは見に来てくれない。しかし黙ってなに

もしなくては、ユーザーに受け入れられる

サービスは生まれないことも事実である。

とにかく、まず始めてみることが将来の成

功につながるのだろう。サーチエンジンに

登録をしてみて、ユーザーからいろいろな

フィードバックをもらい、非常に参考にな

った。サーチエンジンへの登録も、あれこ

れ考えるよりまずやってみるのがうまく使い

こなすための一番の早道なのだ。

*3 WEBMASTER（ウェブマスター）：WWWサーバーの管理人のこと

図4 「takorui」をキーワードにサーチを実行したら、いきなりヒット。

めでたくテスト用ホームページが表示された。

最後に
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